
●改良前（プルダウン用選択と検索ボタンが並列しており、使い勝手が悪くて分かりにくい）

●改良後（検索用の選択ボタンを１つにし、同時に３つまで用途を選んで検索を可能とする）

2022年12月13日

公共建築設計者情報センター

　検索システムの操作性向上として下記内容について改善いたしますのでお知らせいたします。
　なお、本改善の運用開始は、2023年1月4日からの予定です。

用途を選択する場合、プルダウンメニューと検索の２通りがあり使い方が分かりづらいとの意見が多いことから、画面の構成
と選択方法を見直します。

検索システムの改善点

（ 用途選択方法の改善（詳細検索）1

プルダウン用 検索ボタン

検索ボタン

分類を選択したら決定ボタン押下

一度に３つまでの用途で検索が可能

３つまで選択可能

1



●改良前（検索画面は中分類、小分類までしか表示されない）

簡易検索により用途選択を行う際の検索画面を、詳細検索時に表示される検索画面と統一することで、操作性の向上
を図ります。

●改良後（検索画面は詳細検索と同様に中分類、小分類のほか、同類施設例まで表示される）

用途選択表示画面の改善（簡易検索）

建築

２

新たに表示される
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総合点の検索で、未採点の業務カルテについても業務実績とする組織があるため、未採点データの抽出を可能とします。
（注）本操作は、成績共有化レベルⅢ・Ⅳの発注機関で利用が可能です。

●改良前（検索条件は「一致」「以上」「以下」「条件１と２の間」の４種類）

●改良後（検索条件は「一致」「以上（未採点含まない）」「以上（未採点含む）」「以下（未採点含まない）」
　「未採点のみ」「条件１と２の間」の６種類が可能）

未採点データの取り扱いを可能とする３
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